
理事会風景

る
こ
と
と
信
ず
る
」
を
基
本
視
点

と
し
て
い
る
。

　

本
財
団
は
創
立
65
周
年
を
迎
え

た
。
今
日
に
お
い
て
も
事
業
計
画

の
諸
事
業
が
地
域
医
療
と
介
護
、

福
祉
の
充
実
に
寄
与
し
、
地
域
住

民
の
健
康
と
健
や
か
な
生
活
を
支

え
得
る
こ
と
を
願
う
。
そ
の
た
め

に
も
本
財
団
は
、
日
本
国
憲
法
が

定
め
る
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義

の
原
則
と
、
国
民
の
生
存
権
と
文

化
的
生
活
の
実
現
の
た
め
に
努
力

す
る
。

Ⅰ
、
事
業
経
営
を
め
ぐ
る

環
境
認
識

◇
２
０
１
４
年
６
月
に
成
立
し
た

医
療
介
護
総
合
確
保
法
（
以
下
、

医
療
・
介
護
総
合
法
）
は
、
公
的

医
療
・
介
護
給
付
の
縮
小
と
不
足

分
を
「
自
助
・
互
助
」
で
補
う
医

療
・
介
護
体
制
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
る
。
特
に
、
医
療
法
改
正
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
の

機
能
分
化
を
促
進
し
、
こ
れ
ま
で

各
医
療
機
関
の
理
念
や
主
体
的
力

量
、
自
己
の
選
択
に
よ
っ
て
成
立

し
て
き
た
地
域
医
療
体
制
の
あ
り

方
を
変
え
る
も
の
と
な
る
。

◇
２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

と
一
連
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た

医
療
法
改
正
は
、「
２
０
２
５
年

モ
デ
ル
」
に
向
け
た
社
会
保
障
制

度
改
革
の
一
環
で
あ
り
、「
医
療

提
供
体
制
の
改
革
」
は
「
機
能
分

化
・
強
化
と
連
携
」「
在
宅
医
療

の
推
進
」
を
重
点
課
題
と
し
て
、

病
床
機
能
報
告
制
度
や
地
域
医
療

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
等
の
政
策
と
一
体

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

◇
今
後
、
病
床
機
能
報
告
制
度
で

集
約
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
地

域
医
療
構
想
と
そ
れ
に
基
づ
く
医

療
計
画
が
作
成
さ
れ
る
。
計
画
実

行
の
た
め
の
協
議
の
場
の
設
置
が

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
財
団
と

し
て
も
そ
れ
ら
の
検
討
過
程
を
注

視
し
、
地
域
医
療
・
介
護
を
担
う

立
場
か
ら
必
要
な
意
見
等
を
積
極

的
に
発
信
す
る
。

◇
２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
補
て
ん

分
を
除
く
と
実
質
１
・
26
％
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。
診
療
報

酬
引
き
下
げ
と
消
費
税
率
引
き
上

げ
は
、
全
国
の
医
療
機
関
に
深
刻

な
困
難
を
与
え
て
い
る
。
日
本
病

院
会
の
「
平
成
26
年
度
診
療
報
酬

等
に
関
す
る
定
期
調
査
」
に
よ
る

と
、
有
効
回
答
６
８
８
病
院
の
う

ち
赤
字
病
院
の
割
合
は
58
・
２
％

か
ら
66
・
３
％
に
増
加
、
７
対

１
入
院
基
本
料
算
定
病
院
で
は

　
は
じ
め
に

　

公
益
財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会

（
以
下
、
本
財
団
と
す
る
）
は
、

地
域
医
療
と
介
護
の
充
実
の
た
め

に
、
医
療
、
介
護
の
質
の
向
上
、

業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
、
公

益
性
と
こ
れ
に
伴
う
社
会
的
責
任

を
自
覚
し
、
法
人
に
課
せ
ら
れ
た

社
会
的
役
割
を
果
た
す
。

　

本
財
団
は
、
設
立
趣
意
書

（
１
９
５
０
年
２
月
）
で
謳
う
「
単

に
疾
病
の
治
療
ま
た
は
療
養
だ
け

が
対
象
に
な
る
も
の
で
な
く
、
疾

病
の
よ
っ
て
起
こ
る
社
会
的
な
疾

患
を
匡
正
す
る
ま
で
に
発
展
せ
し

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

て
こ
そ
こ
の
事
業
の
新
し
い
真
の

姿
が
発
揮
さ
れ
る
。
即
ち
広
い
意

味
の
厚
生
事
業
に
ま
で
手
を
延
ば

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ

う
い
う
諸
活
動
と
諸
施
設
を
一
般

大
衆
の
福
祉
の
増
進
と
い
う
目
標

の
も
と
に
統
一
さ
れ
れ
ば
医
療
事

業
も
は
じ
め
て
完
成
の
域
に
達
す

（1）2015年3月21日（土） 厚生協会だより 第330号
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赤
字
病
院
割
合
は
61
・
３
％
か

ら
70
・
６
％
に
増
加
し
て
い
る

（
２
０
１
３
年
６
月
と
２
０
１
４

年
６
月
の
比
較
）。

◇
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
の
最
大

の
特
徴
は
、
効
率
的
な
入
院
機
能

の
評
価
と
し
て
、
７
対
１
入
院
基

本
料
の
急
速
な
絞
り
込
み
を
行
な

っ
た
こ
と
に
あ
る
。
平
均
在
院
日

数
の
算
定
方
法
変
更
や
重
症
度
、

医
療
・
看
護
必
要
度
の
厳
格
化
、

さ
ら
に
急
性
期
病
院
を
含
め
全
病

床
機
能
に
在
宅
復
帰
率
を
求
め
る

な
ど
、
機
能
分
化
に
よ
る
連
携
が

制
度
化
さ
れ
る
ル
ー
ル
が
敷
か
れ

た
。
中
小
病
院
や
診
療
所
に
よ
る

「
主
治
医
機
能
」
の
強
化
、
ま
た

在
宅
医
療
で
の
緊
急
往
診
の
在
宅

看
取
り
の
重
視
な
ど
、「
入
院
か

ら
在
宅
へ
」
の
流
れ
を
誘
導
し
て

い
る
。

◇
２
０
１
５
年
10
月
に
予
定
さ
れ

て
い
た
消
費
税
率
10
％
へ
の
再
引

き
上
げ
が
国
民
の
強
い
反
対
と
実

体
経
済
の
低
迷
に
よ
り
２
０
１
７

年
４
月
ま
で
先
送
り
さ
れ
た
。
こ

れ
を
理
由
に
、
２
０
１
５
年
度
介

護
報
酬
改
定
は
実
質
マ
イ
ナ
ス

４
・
48
％
と
な
り
、
特
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
介
護
や

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
大
幅
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
。

◇
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
時
代

の
本
財
団
の
役
割
は
、
各
事
業
所

の
診
療
圏
で
患
者
・
利
用
者
を
中

心
に
し
た
行
政
機
関
や
医
療
機

関
、
介
護
事
業
所
等
と
の
医
療
・

介
護
連
携
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
づ

く
り
に
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
人

口
の
急
増
や
認
知
症
を
持
つ
方
が

５
人
に
１
人
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
諸
団
体
や
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
等
の
各
種
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
協
働
の
中
で
、
本
財
団
の

公
益
事
業
の
真
価
を
発
揮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
役

割
を
通
し
て
地
域
住
民
の
健
康
と

健
や
か
な
生
活
を
支
え
て
い
く
。

Ⅱ
、
２
０
１
５
年
度
事
業
計
画

　

本
財
団
は
、
公
益
認
定
法
人
と

し
て
、
公
益
的
事
業
の
推
進
と
経

営
の
透
明
性
、
健
全
性
を
確
保

し
、
社
会
的
役
割
の
発
揮
に
全
力

を
尽
く
す
。
ま
た
、
全
日
本
民
主

医
療
機
関
連
合
会
に
加
盟
す
る
本

財
団
事
業
所
の
医
療
活
動
と
地
域

住
民
の
願
い
に
応
え
る
努
力
を
支

え
る
。
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら

４
年
、
長
期
化
す
る
避
難
生
活
に

よ
り
健
康
悪
化
や
孤
独
死
が
続
い

て
い
る
。
震
災
復
興
に
向
け
た
支

援
活
動
を
強
化
す
る
。

　

本
財
団
は
、「
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
」「
２
０
２
５
年
の

あ
る
べ
き
医
療
・
介
護
の
姿
」
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
医
療
・
介
護
等

の
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
環
境
変
化

に
対
応
し
た
戦
略
的
な
「
中
長
期

事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
。

そ
の
実
行
の
た
め
に
、
理
事
会
機

能
強
化
を
は
じ
め
と
す
る
組
織
変

革
と
人
事
制
度
改
革
及
び
職
員
教

育
・
研
修
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図

り
、
全
職
員
が
参
画
す
る
事
業
運

営
に
努
め
る
。

１
、
患
者
の
立
場
に
た
つ
診
療
事
業
、

無
料
低
額
診
療
事
業
を
行
う

◇
地
域
医
療
支
援
病
院
の
坂
総
合

病
院
は
、
救
急
・
紹
介
患
者
の
受

け
入
れ
強
化
を
行
う
。
２
０
１
５

年
３
月
竣
工
の
「
救
急
医
療
・
地

域
連
携
・
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
機
能
発
揮
に
取
り
組
む
。

◇
高
齢
者
入
居
施
設
「
は
な
み
ず

き
」
を
軌
道
に
乗
せ
、
切
実
な
地

域
需
要
に
応
え
る
。

◇
地
域
で
の
医
療
・
介
護
の
連
携

を
大
事
に
し
な
が
ら
診
療
所
の
活

動
を
重
視
す
る
。

◇
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
し
て

無
料
・
低
額
診
療
事
業
を
拡
大
す

る
。

◇「
医
療
相
談
」「
生
活
相
談
」「
介

護
相
談
」に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

２
、
保
健
予
防
・
集
団
的
健
康 

管
理
事
業
を
行
う

◇
「
協
会
け
ん
ぽ
」
健
診
事
業
の

充
実
、
専
門
性
を
生
か
し
た
特
定

健
診
・
保
健
予
防
活
動
を
重
視
す

る
。
疾
病
予
防
事
業
と
し
て
の
運

動
療
法
に
取
り
組
む
。

◇
振
動
病
・
頚
肩
腕
障
害
・
職
業

性
腰
痛
、
被
曝
者
健
診
及
び
被
曝

二
世
健
診
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
障
害
や
じ
ん
肺
に
関
す
る
健

康
相
談
等
労
働
者
・
住
民
の
健
康

問
題
に
取
り
組
む
。

３
、
医
療
従
事
者
の
研
修
教
育
、

医
学
・
看
護
学
等
の
研
究
事
業
を

行
う

◇
東
北
大
学
病
院
及
び
東
北
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
と
連
携
し

「
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
型
総
合
診
療
医
」

の
養
成
に
向
け
、「
み
ち
の
く
総

合
診
療
医
学
セ
ン
タ
ー
」
を
充
実

し
、
地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
育

て
る
。

◇
専
門
研
修
の
た
め
国
内
外
大
学
・

研
究
機
関
へ
の
研
修
派
遣
を
行
い
、

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
く
。

◇
地
域
開
放
型
研
修
会
の
開
催
、

宮
城
県
病
院
勤
務
者
向
け
認
知
症

対
応
力
向
上
研
修
会
等
の
実
施
、

薬
学
生
病
院
実
務
実
習
、
リ
ハ
ビ

リ
関
連
や
看
護
関
連
職
種
等
の
実

習
受
け
入
れ
を
行
う
。

４
、
訪
問
看
護
・
介
護
、
通
所
、

在
宅
介
護
支
援
事
業
、
障
害
者
の

医
療
・
福
祉
事
業
を
行
う

◇
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
賃
貨
住

宅
、
小
規
模
多
機
能
施
設
等
の
住

ま
い
づ
く
り
を
具
体
化
す
る
。
ケ

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
を
高

め
、
看
取
り
な
ど
に
対
応
す
る
事

業
規
模
を
整
え
る
。

◇
24
時
間
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
自

立
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
向

け
計
画
的
な
人
材
育
成
を
行
う
。

５
、
地
域
住
民
と
の
協
力
に
よ
る

健
康
増
進
事
業
を
行
う

◇
地
域
住
民
と
協
力
し
て
「
健
康

教育ステーション機能等増築棟
（坂病院）
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相
談
会
」「
離
島
健
診
」「
仮
設
住

宅
等
で
の
健
康
相
談
会
」「
路
上

生
活
者
等
の
健
康
を
守
る
健
診
・

食
事
会
」
等
の
健
康
増
進
に
取
り

組
む
。

◇
県
内
に
避
難
し
て
い
る
福
島
第

一
原
発
被
曝
者
、
被
災
住
民
の
健

診
や
相
談
会
、
双
葉
町
か
ら
の
避

難
者
や
県
南
地
域
で
の
甲
状
腺
エ

コ
ー
検
診
等
に
取
り
組
む
。

６
、
総
合
的
な
社
会
保
障
制
度
確

立
に
関
す
る
事
業
を
行
う

◇
地
域
住
民
の
健
康
権
を
守
る
た

め
、
社
会
福
祉
士
な
ど
に
よ
る
医

療
相
談
・
生
活
援
助
に
取
り
組
む
。

◇
社
会
保
障
制
度
が
活
か
さ
れ
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
現
場
の
気
づ

き
を
大
事
に
し
な
が
ら
改
善
援
助

に
取
り
組
む
。

仮設住宅健康相談会
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健
診
セ
ン
タ
ー
は
震
災
で
被
災

し
、
３
年
ほ
ど
泉
病
院
に
間
借
り

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
４

年
９
月
に
長
町
病
院
内
に
戻
り
ま

し
た
。
健
診
の
診
察
な
ど
は
新
病

院
で
行
い
、
事
務
室
は
北
棟
（
旧

長
町
病
院
）の
地
下
に
あ
り
ま
す
。

長
年
頑
張
っ
て
く
れ
た�

�

健
診
車
　

　

今
年
、
２
０
１
５
年
３
月
２
日

に
待
望
の
健
診
車
が
更
新
さ
れ
ま

し
た
。
前
の
バ
ス
は
19
年
あ
ま
り

雨
の
日
も
風
の
日
も
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
各
部
に
錆
が
出
た

り
、
電
気
関
係
の
故
障
が
発
生
し

た
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
画
像
が
不

安
定
だ
っ
た
り
と
、
こ
こ
数
年
は

心
配
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

健
診
車
は
何
千
万
円
も
す
る
の

で
、
な
か
な
か
更
新
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
回
、
公
益
財
団

法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
公
益
事
業
振
興
補

助
事
業
か
ら
補
助
金
を
受
け
る
事

が
で
き
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ほ
ぼ
希
望
ど
お
り
の�

�

機
能
満
た
す
車
両

　

今
回
の
健
診
車
は
、
ほ
ぼ
希
望

ど
お
り
の
機
能
を
満
た
す
車
両
と

な
り
、
雪
の
日
で
も
安
心
し
て
出

張
健
診
に
向
か
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装
置

も
最
新
鋭
の
も
の
に
更
新
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
被
曝
量
の
減
少
と
画

像
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
車
高
も
低
く
な
り
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
に
も
乗
り
降

り
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
エ
ア

コ
ン
も
以
前
は
効
果
が
弱
く
調
節

困
難
で
し
た
が
強
力
な
機
器
に
な

り
、
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
も
強
力
で

安
定
し
た
電
源
に
な
り
ま
し
た
。

高
速
道
路
を
走
る
の
に
も
強
力
な

タ
ー
ボ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で

駆
動
し
、
健
診
ス
タ
ッ
フ
の
乗
る

座
席
に
も
３
点
式
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

が
付
い
て
、
遠
隔
地
の
気
仙
沼
や

石
巻
に
出
張
す
る
の
も
安
心
で

す
。

健
診
車
大
い
に
活
用
し�

�

健
診
拡
充
に
努
め
た
い

　

今
回
更
新
さ
れ
た
健
診
車
を
大

い
に
活
用
し
健
診
の
拡
充
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
健

診
車
は
つ
ば
さ
薬
局
長
町
店
の
駐

車
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
通
っ
た

と
き
に
で
も
見
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
健
診
車
の
設
計
や
補
助
事

業
の
手
続
き
な
ど
に
は
多
く
の
職

員
や
業
者
の
方
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
き
良
い
結
果
を
得
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

健診車さわやか号
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２
０
１
５
年
１
月
９
日
開
催
の

仙
台
市
医
師
会
新
年
会
に
お
い

て
、
当
診
療
所
の
広
瀬
俊
雄
先
生

が
、
第
30
回
仙
台
市
医
師
会
学
術

奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仙
台
市
医
師
会
で
は
、
１
９
８

５
年
度
よ
り
勤
務
会
員
並
び
に
開

業
会
員
を
対
象
と
し
て
学
術
奨
励

賞
の
授
与
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
、
十
数
名
の
対
象
者

の
中
か
ら
、
選
考
委
員
会
及
び
理

事
会
に
お
い
て
３
名
の
方
が
表
彰

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
４
年
に
県
連
の
１
次
長

計
の
課
題
と
し
て
、
坂
・
産
業
医

学
科
が
仙
台
に
移
転
し
、
仙
台
錦

町
診
療
所
・
産
業
医
学
健
診
セ
ン

タ
ー
と
し
て
開
所
し
て
30
年
の
年

月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
10
日
の
理
事
会
に

お
い
て
、
新
た
な
移
転
先
と
し
て

「
上
杉
へ
の
移
転
」
を
確
認
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で

栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
つ
つ
、
仙
台
錦
町
診
療

所
が
地
域
に
根
ざ
し
た
診
療
所
と

な
る
よ
う
に
職
員
一
同
、
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
カ
ル
テ
に
職
業
記
載
が�

�

少
な
い
」
発
言
が�

�

き
っ
か
け
に

　

私
の
受
賞
は
、
第
一
線
医
療
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
産
業
医
学

（
産
業
保
健
）
活
動
に
対
す
る
も

の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
そ
の
定
着
・
発
展
を
願
う
立

場
か
ら
、
良
い
機
会
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

　

研
修
医
制
度
と
し
て
の
「
東
北

大
学
医
学
部
３
者
協
議
会
」
の
研

修
医
代
表
事
務
局
と
し
て
１
年
４

ヶ
月
間
の
大
学
附
属
病
院
で
の
研

修
を
終
え
て
、
坂
病
院
に
勤
務
し

ま
し
た
。
何
日
か
経
っ
た
最
初
の

医
局
会
議
で
、
第
１
印
象
を
聞
か

れ
て
「
カ
ル
テ
に
職
業
の
記
載
が

極
め
て
少
な
い
」
と
発
言
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
そ
の
後
、「
産

業
医
学
」
と
い
う
重
大
な
役
割
が

私
に
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
時
、
坂
病
院

に
は
、
夜
と
土
日

に
多
く
の
急
患
・

救
急
車
搬
入
者
が

殺
到
し
て
い
ま
し

た
。
寝
る
時
間
を

惜
し
ん
で
診
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
し

た
が
、
内
科
の
先

輩
た
ち
が
「
こ
の

繰
り
返
し
で
い
い

ん
だ
ろ
う
か
？
」
と
構
想
論
議
に

着
手
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
科
（
臓
器
別
）

の
充
実
」
と
「
予
防
の
医
療
」
の

柱
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
後
者
の

担
当
者
を
選
考
す
る
際
に
、「
カ

ル
テ
に
職
業
の
記
載
が
極
め
て
少

な
い
と
の
発
言
」
が
決
め
手
と
な

り
私
が
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
診

療
科
と
し
て
は
呼
吸
器
科
も
併
せ

て
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
北
大
学
医
学
部
第
一
内
科

（
当
時
）
に
入
局
し
、
呼
吸
器
全

般
の
ほ
か
、
大
気
汚
染
や
塵
肺
に

つ
い
て
も
学
び
、
坂
病
院
に
戻
り

「
産
業
医
学
科
」
と
「
呼
吸
器
科
」

双
方
を
ま
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
日
本
産
業
衛
生
学
会
産
業
医

活
動
委
員
会
委
員
（
後
の
産
業
医

部
会
）
幹
事
と
中
小
企
業
安
全
衛

生
研
究
会
世
話
人
の
役
目
を
お
お

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
産

業
医
学
の
専
門
家
や
産
業
医
の
重

鎮
と
出
会
う
機
会
に
な
り
ま
し

た
。そ
う
い
う
経
過
の
お
か
げ
で
、

県
内
外
で
の
講
師
活
動
も
増
え
、

わ
れ
な
が
ら
診
療
し
な
が
ら
忙
し

く
や
っ
て
き
た
な
、
と
感
心
し
て

い
ま
す
。
改
め
て
、
関
係
者
の
み

な
さ
ん
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

広瀬俊雄先生
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２
０
１
４
年
12
月
に
開
所
し
ま

し
た
「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

は
な
み
ず
き
」
で
す
。
長
町
病

院
北
棟
の
３
階
・
４
階
の
部
分
を

改
装
し
、48
室
（
夫
婦
部
屋
２
室
）

50
床
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
老
夫

婦
の
み
の
世
帯
の
方
、
独
力
で
外

出
が
で
き
な
い
な
ど
食
事
の
提
供

や
見
守
り
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
が
入
居
で
き
ま
す
。

　

超
高
齢
者
社
会
が
進
む
中
で
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
な
が
ら
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
居
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
な
じ
み
の
人
た
ち
と
暮
ら
し
た

い
・
・
そ
ん
な
思
い
を
大
切
に
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
め
ざ
し

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
協
会
と
し
て
は
初
の
老
人

●名称：有料老人ホーム　はなみずき
　（事業主体：公益財団法人宮城厚生協会）
●介護サービス：住宅型有料老人ホームなので、介護

サービスはご自宅と同様に、ケアプランによる介護
サービスの提供になります。別途契約で受けていた
だくことになります。

●鉄骨造　地上５階、地下１階建（長町病院 北棟３階、
４階部分）

●居室数：48室（夫婦部屋２室）コールボタンにて
24時間見守りサービスがあります。

●居室概要：全室個室、トイレ・洗面・浴室などは共用
●共用施設：食堂、浴室（個浴、特殊浴槽）、共用トイレ、
●入居対象：65歳以上で介護認定を受けている方、そ

の他
●併設施設：１階に、居宅介護支援事業所、軽食喫茶
（障害者就労支援事業）、友の会、保育所２階に、訪
問リハビリ、訪問看護・介護、５階に、通所リハビ
リテーション、通所介護、メディカルフィットネス、
通所型介護予防事業　（元気応援教室：運動・口腔
機能向上）　お向かいの長町病院からの往診も可能
です。

こんな方が、入居できます！
◆独り暮らしの高齢者や老夫婦のみの世帯の方。独力

で外出ができない、調理など家事を行うことができ
ないなど、食事の提供や見守り支援を必要とされる
方。

◆トイレや洗面所などが共用です。
　居室部分は個室で、その他は共用となります。集団

生活になじめる方が対象となります。
◆在宅酸素療法、インスリン注射（自己管理が困難）、

褥創などの創傷処置が必要な方、
　高価な薬剤管理が必要で施設入所困難な方、胃ろう
管理などの方もご相談下さい。

施 設 概 要

ホ
ー
ム
で
あ
り
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
運
営
基
準
な
ど
を
一
か
ら
作

っ
て
い
く
大
変
さ
を
感
じ
な
が
ら

も
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
社

会
的
な
使
命
と
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

写真は、今月の行事ホットケーキパーテ
ィです。
次回は、焼きそば・たこ焼きをしてほし
いとリクエストも（笑）
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どこでいつやっているの
　「アイスホッケーはどこでいつやっているの」とよく聞かれます。皆様が
平日仕事を終えて帰宅し就寝する位の時間帯から、仙台アイスリンクを１時
間半貸切り、深夜近くまでやって翌日フツーにみんな仕事してます。かなり
ハードです。翌日は船をこぎながら仕事をします（笑）。あまりいい時間帯
でないのはホッケー自体がメジャーでないので、施設も少なく高校生以上の
チームは夜遅いのが普通のようです。それでも私たちはアイスホッケーがで
きる幸せを噛み締めているホッケーバカのドＭ集団です。
「なんちゃってナース」として君臨
　入部当時は、深夜勤前にホッケー練習で一汗かいて仕事して、よく同僚にもチームメンバーに
も「パワフルだね」と驚かれました。そんな私の腕前はハッキリ言って下手で上等です。私とア
イスホッケーの始まりは1999年勝山アイスリンクがあった当時、女子だけのアイスホッケーチー
ムがあると聞きすぐ見学に行きました。チーム名は「勝山ダッキーズ」といい、即決でその日に
入部を決めました。メンバーはみんな気さくで明るく個性的な人達ばかり。まだ仙台に来たばか
りだった私に、仙台は面白い人や楽しい場所だなと印象づけてくれました。その時真っ先に声を
かけてくれた中心メンバーが今や国際アイスホッケー審判Ａランクの資格を有し、日本全国、時
には海外にも笛を吹きに行くほどの達人で、彼女はホッケーも上手ですがその人柄が目標になる
存在になってます。
　現在のチームは13歳～ 40代後半まで親子ほどの幅広い年齢層で頑張っています。しかも、ダッ
キーズのキャプテンは今宮城大の看護科学生。さらにチームでの二人のアシストキャプテンJK（女
子高生）や来年JD（女子大生）と次々とダッキーズはナースの卵を産む予定です。私はチームでは「な
んちゃってナース」として君臨し、浣腸とおっぱいマッサージならいつでもまかせろとメンバー
を脅しながら、それこそなんちゃってなので実は大きな怪我や病気の事を聞かれて頼りにされた
らとビクビクしてます。
なんと３位入賞！
　昨年暮れに日本アイスホッケー連盟主催の女子の東北大会があり
ました。今年はなんと片道５時間青森の三沢で行われました。朝６
時発で大型バスを貸し切ってまるで学生時の合宿のようです。青森
は猛吹雪でした。そんな中で行われた大会で我々ダッキーズはなん
と３位入賞しました。３位になれたのは奇跡に近いほどこの３年間
勝利がなかったので、本当に嬉しかった。何よりも「この仲間」「こ
のチーム」で勝てたことが最高でした。　
　40過ぎのおばちゃん同士ふざけあって、馬鹿言って笑い合って若
者から刺激を受け、年甲斐もなく競争して時には真剣にホッケーに
ついて語り、アイスホッケーを人生にたとえてみたりして人生とは
何ぞやと若者へ語ったりもします。
初心者大歓迎！興味のある方、ぜひ見学に
　アイスホッケーをしていると本当に学生時代に戻り、あの熱かっ
た自分になれて心が清々しい気持ちになります。全身防具をつけて
思いっきり暴れるんです。そりゃあ、普段のストレス発散できるこ
と間違いなし。皆さん、アイスホッケーは楽しいですよ。初心者大歓迎！興味のある方、ぜひ見
学にいらしてください。新しい仲間を募集していまーす。

� 泉病院外来 大関麻里妹
私とアイスホッケー

大会会場のサンワアリーナ

左端が大関さん

やったあ！３位入賞！

氷上の美女軍団


